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本研究所員）が本報告者と共同で行なった ICTワークショップ内容を継承するものであり、本部
門のサポートを受けて実施した学界及び一般社会に対する社会的貢献の一環として位置づけら
れる。また、Eleanor Robinson講師（本研究所員）及び児玉恵太氏（大学院国際文化研究科博
士後期課程在籍）もそれぞれ報告発表を行ない、当該ワークショップに貢献した。 
 
3．CALL教室を利用した学生自主学習のススメ――語学試験対策としてのH205教室の運営 
本年度も引き続き、「語学試験（TOEFL / TOEIC / IELTS）受験のための学生自主学習」を
次のような要領で実施した。本事業を「資格検定に対する学生支援」と明確に位置づけて、日程
調整をして実施したが、現実の参加者数に鑑みると、学内への本事業実施の浸透化を図る PR
活動にさらなる腐心が必要となろう。また、今後は「iCoToBa（多言語学習センター）」の運営方針
と も 均衡を量 り な が ら 、 学生自主学習を支援す る事業展開が求め ら れ る 。 
(1) 場所：H205（CALL）教室。 
(2) 目的：CALLを利用して語学試験（TOEFL / TOEIC / IELTS等）受験のために学生が
自主的に学習することを支援する。 
(3) 日程：2012年 6月 6，13，20，27日；7月 4，11，18日［前期］／10月 17，24，31日；11
月 7，14，21，28日；12月 5，12，19日；2013年 1月 9日［後期］ 
(4) 実施時間帯（13:00～16:00）の管理・運営・支援のため SAが常駐する。 
(5) 提供教材：従来からの3種類の複数英語教材（TOEFL / TOEIC / IELTS対策）に加え、
Websiteからの厳選情報も提供。 
 
4．本学学生のニーズに適合した視聴覚教材の開発――音声学実験実習室との連携 
本学部が所管する「音声学実験実習室」では“スピーチ・クリニック”を開設して、外国語（特に
英語）の発音の不得意な学生やNative Speakerの自然な発音に近づきたい学生を対象とする
発音矯正を課程外教育として実施している――これは科研費基盤研究 C「コンピュータ利用の
視覚認知型英語音声聴覚イメージの獲得に関する研究」と密接に関連する。 
(1) 本年度新たにGlobalVoice CALL（HOYA音声ソリューション事業部製）を導入・試行した 
――本ソフトの特徴は、従来型の開発メーカー既製の例文ではなく、自由なコンテンツを即応的
に加工できる tailor-made programmeにあり、音声波形、口形、口腔内図、発音評価（アクセン
ト・イントネーション・タイミング）について、利用者が意識して自律的に学習できる点にある。 
(2) Leah Gilner 准教授（文京学院大学）と共同で、Audacity を利用して、本学の学生の英
語能力に適応した音声教材を制作した――Gilner 准教授の吹込みによる音声教材は、H205
（CALL）教室においても自由利用が可能。 
 
5．今後の課題――開放型CALLの構築に向けて 
本報告者が客員教授を務める放送大学・愛知学習センターが実施した開設 20周年記念講演
「情報と教育」（岡部洋一学長[東京大学名誉教授] 2012.12.1）では、OER（Open Educational 
Resources [公開教材]）が拡張しつつある世界的潮流について報告がなされたが、ICT 教育及
び異言語教育を考えるうえで極めて有益であった。このことは、旧来の教室環境で利用する閉鎖
型 CALL から、学生が on demand で自由に活用できる開放型 CALL への移行――NBLT
（Network-Based Language Teaching）の構築が急務であることを示唆している。 
活動報告
外国語授業改善研修会
1. 英米学科 英語担当者の集い
英米学科 石原 覚
・英米学科専攻英語科目担当者の集い
日時： 2013年 2月 5日（火）10:00～12:00
場所： E304会議室
内容： 専攻言語科目としての英語を担当する専任教員および非常勤講師が参集し、会話・
作文その他の授業――Communicative English, Grammar & Basic Writing, Academic Writing
など――別に分科会を設け、教材、授業方法の紹介や、授業における問題点など、さまざま
な面について意見交換を行う予定。
・全学英語担当者の集い
日時： 2013年 2月 5日（火）13:30～15:30
場所： E304会議室
内容： 英語Ⅰ、英語Ⅱなど外国語科目としての英語を担当する専任教員および非常勤講師
が一堂に会し、場合によっては分科会に分かれ、使用テキストや授業上の工夫を紹介したり、
また指導上の問題点について議論するなどして、自由な意見交換を行う予定。
2. 国際関係学科 英語科目担当者意見交換会
国際関係学科 福岡 千珠
日時：2012年 12月 27日（木）14：30~16：00
場所：国際関係学科共同研究室（E302）
出席者：
非常勤講師 6名
国際関係学科：3名
話し合いの内容
・グローバル人材育成推進事業に伴う変化とその対応
・習熟度別クラス分けへの移行
・メンタルな問題を抱える学生への対応
・新カリキュラムに向けて
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3. スペイン語科目担当教員意見交換会
ヨーロッパ学科スペイン語圏専攻 江澤 照美
 本会の参加者は本学のスペイン語圏専攻の専門科目のうち専攻言語科目を担
当、もしくは全学共通科目スペイン語を担当している本学の専任教員および非常勤
講師である。これまでに実施してきた授業改善研修会と同様に、今年度実施された
授業の問題点や改善点、使用テキストの内容についての意見交換をおこなった。
また、グローバル人材育成推進事業が来年度から本格的に始動することを受け
て、同事業のプロジェクトの一環として実施される iCoToBa（多言語学習センター）に
おけるスペイン語関係の活動概要や今後のスペイン語圏専攻の教育方針について
確認し、非常勤の先生方にはより一層の理解と協力を求めた。
年一回開催している本会は、なるべく多くの教員が参加できるよう年度末の授業
が終わった頃に招集をかけているが、日頃担当者の大半が直接顔を合わせる機会
が他にほとんどなく、また和やかな雰囲気ながらスペイン語教育や大学教育について
意見を直接交換できる貴重な場となっていて、参加するといろいろ勉強になる、と言
ってくださる非常勤講師の先生方のご意見は、本学教員の一人として、また本会コ
ーディネーターとして喜ばしく思う。
[スペイン語圏専攻／学科  専攻言語科目  担当者会議 ]
   日時： 2013 年 2 月 4 日 (月 ) 10：00 - 12：00
   場所： 長久手キャンパス E305
[全学共通科目スペイン語 担当者会議 ]
   日時： 2013 年 2 月 4 日（月） 13:00 - 15:00
   場所： 長久手キャンパス E305
